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よび，即死を免れた人でも数日内に死 表 2 急性期症状の頻度
亡する者が多かった。屋外での被爆者 症 状
死亡例 生存例
(n =333) (n =5520) 
は特に強い熱傷を生じ，それにより腎
発 熱 80.0% 21.5% 
臓，肺，肝臓等にも障害が加わり，重 下 痢 67.6 33.3 
篤な症状を呈して死亡するに至った。
日匿 吐 51.6 15.0 
出 血 48.6 14.7 
一方，外表的には全く障害が無いよう 口 内 炎 43.6 17.8 
に見えた人でさえも 1週間前後をピー 頭 痛 39.0 20.4 
クに死亡する者が見られた。これらの
脱 毛 29.1 11.8 
腹 痛 26.1 10.8 
死亡者に多かった症状は発熱，下痢， 舷 量 21.3 10.5 





















点状になるものが最も多く (45%)，次いで血便 (33%)，歯眼出血 (28%)，鼻
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出血 (20%)，吐血 (19%)，血尿 (9%)，曙血 (9%)，眼球結膜出血 (4%) 
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爆心地からの距離 (km)
図1 口腔咽頭病巣の発生頻度(長崎)
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被爆後日数
図 2 皮膚出血斑，脱毛の発症時期(長崎)
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I 期 IIa期 IIb期 II 期
骨 髄 o、E 前無形成期 無形成一再生期 回 復 期 増 殖 期
赤血球系 前無形成期 無形成一再生期 回 復 期
血小板系 前無形成期 無形成一再生期 回 復 期
リンパ球系 無形成期 回 復 期
精 子 系 前無形成期 成熟障害期 回 復 期
卵細胞系 前無形成期 成熟障害期 回 復 期
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